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ニ カ ラ DesmodiumgangeticumDC.(タマツナギ?)
ハリタキ TerminaliachebulaRetz. (ミロバラン)
マ グ ナ DaturastramoniumL. (シロバナヨウシュチョウセンアサガホ)
大方等大笑経の中で仏陀が欲界と色界との中間にある大宝坊にあって,菩薩や如来について説く物語りは
極めて幻想的であるが,ここでも樹木が引用されている｡すなわち,菩薩の利他の行たる八方使 (方便 :他
人を導くこと,その根本に慈悲がある)の1つである諸陰の方便 (五陰 :個人を構成する要素で,色 〔身





















阿 摩 勤 樹 PhyllanthusEmblicaL.(アンマロク)







分 陀 利 華 NymPhaealotusL.(スイレン,白花)














1)デ イ コ ErythrlnaindlcaL･Mandarava,parijata, (パ)paricchatta(ka),隻陀羅樹,波
利質多羅樹｡
第 1報の総論でのべた fivecelestialtrees(Rowers)の代表樹として,高さ100ヨ-ジャナの巨大なマ





















子が出家することを思い (葉黄),僧形となり修行し (葉落),思念をこらし欲悪を ほなれた初禅をえ (還
坐),さらに第2禅 (生網),第3禅 (生如烏唆),第4禅 (生如鉢)をえて,ついに真如 (尽開敷)をえ,
もろもろの煩悩を解脱して阿羅漢となる段階に似る｣






















婆 師 迦 JasminumSambacAit.(マツリJl)




























































しかし, P.acerifolium は死語で karnikara とされている ことが多い ことや P.suberifoliumが

















など諸説があるが,B.Latifoliaが最も有力である｡樹高約 15m,樹幹直径約 30cm に達する半落葉喬
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木で,葉は広楕円形無柄,淡緑色の花が長さ約 25cm の円錐花序につく｡
インド中央部と西部からビルマにかけて分布している｡
インドではピャール (piyal)またはテロリ (chiroli),ビルマではルンボ (lunbo)と呼ぶ｡ 材は灰色か
ら褐色を呈し,インド産は気乾比重0.46位で家具,寝台用材,ビルマ産は0.53で一般建築,家具用材となる
が,用材としてほ重要な樹種ではない｡






























































































巴英辞典によると Kappasaは silkcottontreeとされている｡俗に silkcottonと呼ぶ樹木は数種あ
るが,インドキワタが代表的である｡しかし,Kappasaに対応する死語 Karpasaはインドワタ Gossy-









東 ヴ ィ デ ー - (Pubba-videha,弗婆提)
酉 コ ダ - ニ ヤ (Godaniya,倶那尼)
南 ジャンプ ドグ ィパ (Jambtl-dvipa,閣浮提)
北 ウ ヅ タ ラ ク ル (Uttarakuru,優単日)
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ヴァジラス-チ (Vajrasnci:中村元訳 金剛の針 仏典 Ⅰ)で人間の平等を強調するために引用されて
いるナ-ガケシャラ (第 1報参照)は樹高25m前後,樹幹檀径0.8mに達する常緑の喬木で,樹幹通商,葉
は披針状,春から夏にかけて白色または赤白の花が咲き,芳香があるのでよく乾燥して枕にいれる｡







ネアック (bosneak),マライではペナガ (penaga),インドネシアではナガサリ (nagasari)な どと呼んで
いる｡
12)ナンバンサイカチ CasslahstulaL.Revata











春から夏にかけて,直径約 5cm 淡黄色5弁の花が長さ 30-50cm の厳生下垂の総状花序について咲きほ
こり,一名 Goldenshowerとよび一般になじみが深い｡薪呆は長さ1mにも達 し,果肉,種子は薬用 (下
刺)に用いられる｡インド原産,セイロン, ビルマ,マラッカから中国,-ワイにも分布 し庭樹,街路樹と
して愛用される｡セイロンでは仏花として有名である｡





































ヒマラヤ地区からセイロン,マラヤに分布 し,イン トで はベンガル州 に多いO
わが国で古くから唐木として有名な黒檀矧 まこの属で
本 黒 檀 Diospyrosebenum Koen.
縞 黒 檀 D.philosantheraBIc0.
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D.rumphiBakh.
苫 黒 檀 D.choloxylonRoxb.
D.mollisGrif.














パンノキにはいろいろの種類があるが, インドから東南アジアにかけては, インド原産の A･integrト
folius(ナガミパンノキ)が多い.野EL:.柿,栽培種ともに樹高20m,樹幹 直径1.0mあるいはそれ以上に
達する常緑の喬木で,生長が早く10年で樹幹盾径0.5mに達した記録がある｡葉は写真17にみるように長橋
p-jJr･;で,頂径 30-60cm,長さ 45-60cm の楕円形の果実が幹生して,熟すると黄褐色になるo
パンに似た味がして,蛋白買,ビタミンA,Cに富むといわれる｡焼いて食べるほか,砂糖演にしたり,
乾かして野菜代りにカレ-などにいれる｡種子も食用になる (強吐剤)O





満久 :仏 典 の 中 の 樹 木
写真18 ArtocDrPusincisaL.マルミパンノキ
(Ceylon,Colombo,ViharaMahaDeviPark)
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木である｡樹 高10-25m,樹幹迫径0.5-1.0m に連する常緑喬木,果実は核果で直径 3-5cm の長楕円
一一36一















同属の T.cataPPaL･(モモタマナ)は Indianalmond と呼ばれ,EL:.食,焼食して美味である0


































いるのだ｣ ｢むこう岸には大きな森があるO そこには奄維果 (マンゴーの実),閣浮果 (ジャンボランの
実),頗那婆果 (パンの実),鎮頭迦果 (インドガキの実)などが無数になっているCどうだ連れていってあ
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19)ア サ ナ TermlnaliatomentosaBedd.Asana,阿裟那樹






























セイロンに生育し,広 く東南アジア,アフリカに分布 しているoイン ドではアルジュン (arjun)とよび,
重要樹種の 1つで,辺材は帯紅白色,心材は褐色であるが,よく暗色の斑条があらわれるので,選材すれば













































(nlagyi),とリピンではサンバロック (sampalok)とよぶ｡ 気乾比重1.0位で鋸 3=i:材中でも重い方に属し,
耐久性よく農器具用によく使われる0
24)ヤシ (ココヤシ) CocosnuciferaL.L紬galin,Nalikera,楳伽利樹







須陀垣 (Srotapanna:仏弟子の到達しうる初等の階位の1つ, 三界の見恵を 断じえたる者)の人もかく
の如し｡悪因に牲ずといえども遺力をもっての故に悪業をなさず｣(大般浬集経一巻 29,獅子軌 菩薩品第11
の3)0

















セ ンダ ン ∫αがα/∽α/占〟mL.Candana
タ ガ ラ TabernaemontanacoronariaWilld.Tagara














木 材 研 究 資 料 第 7号 (1973)
写真28 StyraxBenzoinDryand.アンソクコウノキ
(京都市内)
る｡ イン ド, タイ, スマ トラ,ジャワに分布 し,香料,薬用としての利用が主で,材はとくに利用されな


























満久 :仏 典 の 中 の 樹 木
｢私の両腕は,以前は円いかんぬきにも似て立派であったが,今や老いのために,パークリの花のしぼん




































アから輸入される通称 mahoganyはほとんどこの樹種と考えられているO材 質 が S.mahoganyよりや
や劣 り,光沢が少ないO通称 Africanmahoganyは Khayaspp.である｡
西半球では CaloPhyllumspp.を総称して SantaMaria と,いうもやさしき名をつけているそうであ
る｡
29)ビルマネムノキ AlblzzlaLebbekBenth.Sirisa,戸利沙樹,印度合歓
インド,セイロンから東はビルマ,マラヤ, 中国,オース トラリア,西はアフリカまで分布 している鮎昔
樹で,樹高約15m,樹幹直径 60cm に達する落葉喬木であるO葉は長楕円の小葉からなるマメ科特有の羽
状複葉で,初夏に 25mm 位の細い粧芯が長くつき.Ill.た,岸緑黄色から銀白色の花が其き芳香を発するO庭




料がとれる｡ビルマでも kokko,タイではプルク (pruk)とよび, 比重はインド産よりやや軽く,家具,
二巾凋す,羽目板用材となる｡
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ヒマラヤ地区原鼠 ネパールからジャワに分布する｡インドではチャンプ (champ),ビルマではサガワ (Sa















































らオリッサ州内陸, マドラス東部海岸, セイロンに多く, 用途は P.acerifolium とほぼ同様である｡
Cassiajistulaについてはすでに説明した｡
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1)マ ツ リカ J.SambacAi一.Mallaka莱利迦,VElrSka婆利師迦,Navamalika那婆摩利迦
-一･.5日･--1→














2)ソ ケ イ J.0,6icinaleL.Sumanas須未那,蘇歴那,素馨
日本で広く信奉されている法華経,華巌経,浄土三部経などに,とくによく引用されているスマナスは,





























































以足清浄鼻叔 聞於三千大千世界 J+F内外 種種諸香 須馴 押 香 閣提華香 末利華香 瞭葡準香
波躍羅華香 赤蓮華香 宵蓮華香 白蓮華香 華樹杏 葉樹香 栴檀香 沈水香 多摩,W･飯香 多伽羅
香 及千万種利香 若抹若丸 若塗香 持是経者 於此間住 悉能分別-･･満 足経者 附 i:-於此 亦聞
天上 諸天之呑 波利質多羅 拘稗陀羅樹香 及LEr3Jと羅華香 摩言可望陀羅華香 里殊沙華香 摩詞隻殊










































































木 材 研 究 資 料 第7号 (1973)
写真48 AnonasquamoseL.バンレイシの果実
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須藤 彰司,南 洋 材 地球出版(秩)(昭和45年)
その他 第 1報に同じ｡
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